
被　　服

５月21日（日）Q会場　午前9 :00～12 : 00

〔(社)日本家政学会

2Qa-1　　　女子短大生のライフスタイルとファッション行動によるクラスター化と

　　　　　　その特徴

　　　　　　県立島根女短大　○藤井一枝　　　　大阪女短大　山口恵子

　目的　'90年代に入っでファッションはますます個性化、多坏化傾向を示し、個々のフ

ァッションスタイルは自らの価値観、生活目標に基づいで決められ、自己表現、コミュニ

ケーションの手段となっている。そこで、女子短大生のライフスタイルとファッション行

動によリクラスター化を試み、タイプ別ファッション行動の特徴について検討した。

　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　－　方法　島根と大阪の女子短大生326名を対象にアンケート調査を行った。主な調査内容

は、小遣い、アルバイト、異性の友人、洋服代、化粧、アクセサリー、流行の採用など合

わせて28項目である。このうち、11項目を選んでクラスタ―分析を行った。

　結果　女子短大生はＡ～Ｅの５つのタイプに分類された。Ａは小遣いをアルバイトで稼

いで洋服代に高額を費やすタイプ、ＢはＡほど洋服代は高額でないが、ファッションに関

心があり、流行を取り入れるタイプ、Ｃはおしゃれではないが、友人の服装などが気にな

るタイプ、Ｄはアルバイトで小遣いは多いが、おしゃれに無頓着なタイプ、Ｅは小遣い、

洋服代とも少なく、おしゃれを好まないタイプである。Eタイプは全体で5.9%と少ない。

大阪はAタイプが50.0%に対し、島根はBタイプ29.9％、Aタイプ24.3%で地域差がみら

れた。さらに各タイプ別にライフスタイルとファッション行動の特徴を明らかにした。

2Qa－2 女子学生とその母親の結婚観と結婚衣裳観について

奈｀良女大家政　○檜山佳代子　中川早苗

【日的】女性の高学歴化、就業化に伴う価値観やライフスタイルの変化とともに、結婚観

も変化してきたと思われる。結婚相手に求めるものも、かつては結婚の利点と考えられて

いた外的な条件（資mがある、収入が安定している、学歴が高い）よりも、内面的なもの

（性格があう、人柄がよい、価値観がにている）の方が、重視されるようになりつつある。

　本研究では、このような最近の結婚動向を踏まえながら、女子学生とその母親の結婚観

や結婚衣裳観を明らかにするとともに、より望ましい結婚衣裳について考察する。

【方法】関西圏の女子学生とその母親2 5 0組を対象に、結婚や結婚衣裳に関して、留置

法と郵送法による質問紙調査(19 9 4年1 1月）を行なった。分析には、クロス集計、

因子分析などの手法を用いた。

　【結果】母親の7 6％が「女性は結婚するべき。または結婚した方がいい」　という考えを

持っているのに対して、女了-学生の半数は、「結婚は個人の自由であるので、結婚しても

しなくてもいいｊ　という考えを持っていることがわかった。また、結婚したほうがいいと

いう結婚志向が強い人ほど、結婚式場やホテルでの一般的な形式の結婚式を希望し、衣裳

の種類やお色直しの回数が多く、豪華なイメージの結婚衣裳を希望する傾向がある。一方、

結婚志向の弱い人は、シンプルなパ-ティー風形式゛の結婚式を希望し。衣裳は純白のウエ

ディングドレスのみを希望するという傾向がある。全体的に見て、母親の方が、娘より結

婚志向が強いが、母親問、女子学生間にも、結婚観や結婚衣裳観に相違があることが明ら

かになった。
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